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第１章　事前評価調査の概要

１．事前評価調査団（第３回）派遣の経緯と目的

派遣経緯：

　標記案件に関しては、第１回事前評価調査団（2004 年３月）において国立サンマルコス大学

（UNMSM）、ハーバード難民トラウマチーム（HPRT）１と、プロジェクトのフレームに関する意

見交換を行ったが、その後の機構内での案件デザインの見直しを受け、同年９月に第２回事前

評価調査団が派遣された。第２回調査団では、ペルー国際協力庁（APCI）、UNMSM、保健省

（MINSA）との四者会合等を踏まえ、新たなプロジェクト案、今後のスケジュール等に関し関係

者間で合意が得られた。

　さらに2005年１月討議議事録（R／D）署名、３月のプロジェクトの本格開始をめざし、技術

支援機関としてプロジェクトに参加する予定のHPRTとの協議、ペルー側関係者との協議・作業

を行う必要があり、第３回事前評価調査団を派遣することとした。

派遣目的：

（1）プロジェクトの心的外傷部分の協力における実施体制、活動内容等に関し、UNMSM－JICA

間で合意形成を行い、技術支援機関である HPRT とも調整する、

（2）R／D署名、プロジェクトの速やかな開始に向け、UNMSM、MINSA等ペルー側関係者とプ

ロジェクト活動内容等詳細に関し、共同作業・協議を行うことを目的とする。

２．調査団員構成

担当分野

団長／総括

副総括

保健計画

研修計画

氏　名

橋爪　　章

宮崎　　桂

瀧川　貴世

 坪井　　創

所　　属

独立行政法人 国際協力機構 人間開発部

技術審議役

独立行政法人 国際協力機構 人間開発部

保健行政チーム チーム長

独立行政法人 国際協力機構 人間開発部

特別嘱託

独立行政法人 国際協力機構 人間開発部

保健行政チーム 職員

派遣期間

2004/10/27～ 11/05

2004/10/25～ 11/05

2004/10/25～ 12/11

2004/10/25～ 11/12

１　HPRT連絡先：Richard Mollica, M.D., M.A.R., Massachusetts General Hospital, 22Putnam Ave. Cambridge, MA 02139  Tel:617.876.7879,

Fax: 617.876.2360, e-mail; rmollica@partners.org
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３．現地調査日程
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宮崎／坪井／瀧川団員：成田17：20発 JL062 LA経由LA601　LIMA23：45着

JICA事務所打合せ、APCI表敬・協議１

保健省精神保健担当部局、OPSペルー、カエタノエレディア大学協議２

UNMSM協議２

リマ･エルミリオバルディザン精神病院視察

大使館報告、APCI協議２

国立野口英世精神衛生研究所視察

月　日

10月 25日

10月 26日

10月 27日

10月 28日

10月 29日

10月 30日

10月 31日

11月 １日

11月 ２日

11月 ３日
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土
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日
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橋爪団長：

TEGUCIGALPA19：35発

CM307 LIMA 22：58

宮崎／坪井／瀧川団員：

保健省健康総局（DGSP）表敬／協

議１、UNMSM表敬・協議１

橋爪団長／宮崎副総括　LIMA発

→MIAMI14：08着

MIAMI15：3発→BOSTON18：45

橋爪団長／宮崎副総括　

HPRT との協議　 BOSTON17：00 発

US2043

→WASHINGTON18：29着

JICA米国事務所への報告

橋爪団長／宮崎副総括：

WASHINGTON1１：15発NH001

橋爪団長／宮崎団員　成田15：25着

資料作成／整理

坪井／瀧川団員：

以下、UNMSM/MINSA ／地方保健局

（DISA）等との計画作成協議

坪井団員 L I M A

１：30 発 LA600

LA経由 JL061

坪井団員

成田16：25着

宿　泊

機　中

リ　マ

リ　マ

リ　マ

リ　マ

リ　マ

リ　マ

リ　マ

ボストン

ワシントン

機　中

機　中
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瀧川団員 成田18：:50着
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４．主要面談者

〈日本側〉

在ペルー日本大使館

中村　克彦 二等書記官

JICA ペルー事務所

表　孝雄 所　長

小澤　正司 次　長

〈ペルー側〉

国立サンマルコス大学（UNMSM）医学部

Dr.Ulises Nunez Chavez 医学部長

Dr.Fausto Garmendia 暴力による被害者の統合的ヘルスケアプログラム

ダイレクター

Dr.Eva Miranda Ramon 同プログラム　研修・教育担当

Dr.Alberto Perales 同プログラム　包括的ケア及びメンタルヘルス担当

Dr.Pedro Mendoza 同プログラム　計画・管理・モニタリング／評価担当

Dr.Walter Calderon 同プログラム　感染症及び調査担当

Dr.Jorge Miano 同プログラム　運営管理・資機材担当

保健省（MINSA）

Dr.Podesta 健康総局長

Dr.Julio Rivas 健康総局

Dr.Ricardo Bustamante ヘルスプロモーション 局長

Dr.Tulio Quevedo ヘルスプロモーション局

Dr.Julio Pedroza 国際協力室 課長

Dr.Luis Vergara DISA リマ東部 局長

Dr. Marin Nizama 国立野口英世精神衛生研究所 院長

Dr.Luis J. Matos 国立野口英世精神衛生研究所

Dr.Francisco Ravo リマ・エルミリオバルディザン病院 院長

Dra.Edith V. Chero Campos リマ・エルミリオバルディザン病院 精神科医

Dr.Victor Cruz 国立母子周産期研究所 研修担当

Dr.Luis Meza 国立母子周産期研究所 副所長

ペルー国際協力庁（APCI）

Mr.Oscar Schiappa 新長官

Mr.Mery Masuda Toyofuku 日本担当

吉田　充夫 JICA 派遣専門家（援助企画調整）

真相究明和解委員会（CVR）

Mr.Salmón Febres 委員長

Ms.Beatriz Alva 弁護士

カエタノエレディア大学

Ms. María Planes 精神保健ユニットコーディネータ
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汎米保健医療機構〔OPS（PAHO）〕

Dr.María Edith Baca 精神保健担当

５．調査項目

（1）プロジェクトの精神保健部分に関する実施体制、活動範囲等に関する合意形

成

○　プロジェクト全体の構想と、精神保健協力部分の内容協議

○　JICA/UNMSM/HPRTの、プロジェクトにおける協力関係等説明

○　精神保健協力部分における目標･成果･活動等に関し、HPRTの協力内容を中

心に整理

（2）JICA-HPRT間協議

○　プロジェクトの変更、遅延に関しての説明

○　協力、契約形態に関して説明／協議

○　プロジェクト合同委員会について説明

○　カウンターパート（C／P）（MINSA/UNMSM）

（UNMSMの懸案の２名の処遇に関して、Dr.Garmendiaも

交えて確認）

○　トラウマ研修実施体制（リマ、パイロットサイト）

○　PDM見直し　UNMSM、MINSAとの合同作業

○　関係者間で目標／成果／活動等詳細について合意を得

る

1）精神保健

講師研修：①教材、②研修場所(ボストン／リマ)、③回

数、④期間

○　リフレッシュ研修等を行うのか。

○　どの時点で学生・保健医療従事者に教え

だすのか。

現職研修：①教材、②パイロットサイト決定、③参加人

数、④参加者リクルート法、⑤時期、⑥期間、

⑦研修項目決定に関して（ニーズ調査等行う

のか、行うなら調査に関する詳細）、⑧HPRT

の参加有無、かかわり方等

2）母子保健

　①研修項目等

○　プロジェクト開始前に必要な調査詳細

○　プロジェクトスタート後に必要となってくる調査

○　HPRT協力部分

○　UNMSM

○　MINSA：研修経費

（3）実施体制

（4）プロジェクト内

容に関して

（5）研修詳細

（6）調　査

（7）予　算

UNMSM

HPRT

HPRT

MINSA

UNMSM

(APCI)

UNMSM

MINSA

UNMSM

MINSA

DISA

MINSA

UNMSM

HPRT

UNMSM

MINSA
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○　パイロットサイトの社会的リソース整理と現況

○　カエタノエレディア大学（カナダの協力類似案件）に

関する情報収集

○　真相究明和解委員会との意見交換

○　米国国際開発庁（USAID）との協力に関する情報収集

（8）その他
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第２章　事前評価調査の結果

1．現地調査結果サマリー（主要面談録は付属資料１．のとおり）

　現地調査は、以下のとおり２段階に分かれた。

第１段階（10 月 25 ～ 29 日）：

　ペルー側プロジェクト関係機関である国立サンマルコス大学（UNMSM）、保健省（MINSA）

と、プロジェクトの概要、プロジェクト開始に係るペルー側手続き等について協議合意内容をミ

ニッツ（付属資料２）に取りもとめた。その後調査団長、副団長が渡米し、ハーバード難民トラ

ウマチーム（HPRT）と協議を行った。

第２段階（10 月 29 日～ 12 月 11 日）：

　プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）、活動計画（PO）等プロジェクトの詳細につ

いて協議し、協議合意内容及び今後早急に対処が必要な事項に関し、ミニッツ（付属資料３）に

まとめた。

　上記第１段階、第２段階における合意点サマリーは以下のとおり。

１－１　プロジェクト実施体制

　プロジェクト実施に関し、調査団は、プロジェクトダイレクターやコーディネーターから構成

される合同調整委員会（JCC）を設置することを提案した。MINSA、UNMSMは提案に同意した

が、ペルー国際協力庁（APCI）は、プロジェクトの円滑な実施促進のために、少人数〔委員会メ

ンバーはMINSA、UNMSM、大統領府（ PCM）、APCI、JICA〕で、毎月集まる委員会の必要性、

重要性を明らかにした。調査団は、委員会は、ペルー側のイニシアティブでつくられるべきであ

ると述べた。

１－２　公共投資（審査）システム（SNIP）

　ペルーでは、技術プロジェクトに対しても、SNIP による審査を必要とする。よって、ペルー

側、日本側両者で、本案件が研修を中心とする技術協力プロジェクトであり、施設の建設や機材

の購入など、新たな管理費や維持費を必要とするものでないことを確認した。調査団は、両者

で合意した計画に沿ってプロジェクトを開始することの重要性を述べ、カウンターパート

（C／ P）の協力を依頼し、C／ P は、迅速に開始できるよう協力することを了承した。

１－３　PDM、PO 合意

　プロジェクト関係機関：調査団、UNMSM、MINSA：本省〔健康総局（DGSP）、ヘルスプロモー

ション局（DGPS）、国際協力室〕、リマ・エルミリオバルディザン病院、野口英世精神衛生研究

所間での数回のワークショップを通し、付属資料３－１、 ３－２のとおりPDM、POの内容に関

し合意した。

１－４　プロジェクト C／ P

　C ／ P 機関はMINSA、UNMSM で、付属資料３－３のとおり、C／ P が選出された。
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１－５　各成果の実施責任機関

　以下のとおり、成果ごとに実施責任機関を任命した。

　　成果１：UNMSM

　　成果２：UNMSM/MINSA

　　成果３：MINSA〔国立母子周産期研究所（IEMP）〕

　　成果４：MINSA

１－６　機関間技術委員会の設置

　付属資料３－４のとおり、プロジェクトの成果２、４に関し、関係機関間の技術者レベルで委

員会を設置する。

　本委員会は、MINSA 本省、野口英世精神衛生研究所、リマ・エルミリオバルディザン病院、

UNMSM代表から構成され、成果２、４に関する活動の計画／実施／モニタリング／評価の一

連の作業を、中心になって推進する実務部隊である。

１－７　第三国における研修参加のための基本要件

　研修参加に関する詳細な要件は、追って決められるが、関係者間で以下のとおり基本的な要

件を合意した。

・プロジェクトへの貢献：帰国後、講師としてプロジェクト内で働くこと（大学機関／機関間技

術委員会／プロジェクト内の研修活動関係者）

・研修受講に十分な語学能力（上級レベル）

１－８　日本人専門家

　付属資料３－５のとおり、日本人専門家の専門分野、POについて合意した。JICAは、現地で

合意した計画を基に、日本側の事情も考慮し、派遣計画を決定する。

１－９　年間活動計画

　年間活動計画は、他の類似協力／活動等との重複を避けるため、関係者間合同でワーク

ショップ等行う。

１－ 10　懸案事項

（1）JCC

現　状：

・JCCに関し、MINSA、UNMSMで合意したものの、APCIは、JCC内に、さらに、MINSA、

UNMSM、PCM、APCI、JICA代表者からなる理事会（DC）を設置することを提案した。

その役割としては、①包括的な視点から、プロジェクトの進捗を監視する、②プロジェク

トの推進に障害となる状況が生じた場合、必要な措置をとり、提言等を行う。

・APCI 案に関し、MINSA は合意した。

・UNMSMは、PCMの参加に異を呈し、また委員会には決定権をもたせるべきであるという

意見を出した。

・JICA は、①DCは、プロジェクトの推進に寄与するべきものであり、APCI が提示した役
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割を遵守すること、②プロジェクトの持続性、成果の普及等のために、政策、財政的に必

要な支援を講じる（精神保健を診療報酬に加える、他ドナーの支援を得る等）、③プロ

ジェクト活動等に関する決定権は、JCCや実施担当者にある、④DCの会合や管理運営に

関しては、ペルー側のイニシアティブで行う、という４点に関し意見を出した。

対　応：

・UNMSM、MINSA、APCI、JICA で、至急会合をもつ。

（2）SNIP

現　状：

　MINSA 国際協力室を通し、財務省（MEF）に内々に話をもっていく。

対　応：

　プロジェクトの概要をまとめ、12 月中に MEF と協議する。

＊１月 25 日現在の状況：

　付属資料１．｢主要面談録｣からは、SNIP 議論に関し現地関係者間でも混乱している様子

が読み取れるが、現在 JICA 本部が把握している事実は以下のとおり。

→まず、案件を SNIP 審査にかけるかどうかは、実施機関（本件の場合MINSA）内の投資

計画室（OPI）が決定する。OPI が SNIP にかけると判断すれば、MEF に相談すること

になるが、現在はその前段階である。OPI の人員が 12 月初旬に一新したため、新たに

MINSA 国際協力室から OPI に案件の説明を行い、SNIP の申請に関し検討中。ただし、

現地MINSA 情報によると、もし OPI が SNIP 申請を決定したとすれば、MINSA 国際協

力室が同時に、｢例外措置」を申請することができる。そうすれば、取りあえず討議議事

録（R／D）署名、プロジェクト開始は可能、とのこと（先方政府の予算措置等に支障が

出ないか要確認事項である。現在確認中）。

（3）MINSAと野口英世精神衛生研究所、リマ・エルミリオバルディザン病院、IEMP間の調整

現　状：

　PDM、PO 作成に関し、これまで UNMSM、MINSA 本省、野口英世精神衛生研究所、リ

マ・エルミリオバルディザン病院、IEMP と協議を重ねてきた。一方、最終的な調整は

MNSA本省、UNMSMとのみ行った。根本的な変更はなかったが、関係者間で変更点等を

確認しておくことが望まれる。

対　応：

　MINSA/DGSPが野口英世精神衛生研究所、リマ・エルミリオバルディザン病院、IEMPと

12 月中に会合をもつ。また、UNMSM 内でも情報の共有を図る。

（4）IEMP 活動予定地

現　状：

　関係者間で、プロジェクト活動地域は暴力による被害地域と合意した。成果３の実施機関

となる IEMP は、既に 10 県を選定しているが、真相究明和解委員会（CVR）によって暴力

被害地域とされているのは９県のみである。よって、JICA は IEMP に２つの選択肢を出

し、回答を求めることとした。
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・他の暴力被害地域を選ぶ

・９県において行う

対　応：

　DGSPを通し、12月 16日までに JICAに回答する。回答が得られない場合、９県で活動す

る。

（5）情報収集

現　状：

　JICAは、プロジェクトに関するドキュメントを作成するために必要な以下の情報を、至

急提出してもらうよう依頼した。

・MINSA（国際協力室、DGSP）に対して：

　　各パイロットサイトにおける住民人口、保健医療従事者数、MINSA組織図、DISAの組

織図、また、MINSA と DISA、IEMP、リマ・エルミリオバルディザン病院、野口英世

精神衛生研究所の関係が分かる図。

・UNMSM に対して：

　　パイロットサイトにおける暴力被害者数（パイロットサイトごとが難しい場合、県ごと

の数）、UNMSM組織図と、UNMSM と暴力と人権プログラムの関係が分かる図。

・野口英世精神衛生研究所に対して：

　　暴力に関して、コミュニティーレベルへの介入を行うための方法論の要約（HPRTと、

協力方法等に関して調整するため）

・バルディザン病院に対して：

　　野口英世精神衛生研究所と同様

（6）UNMSM によるベースラインサーベイ

現　状：

　UNMSMは、JICAに対しワンカベリカ及びフニンにおけるベースラインサーベイの実施

を申請した（リマ東部で実施済みのものと同様）。JICAは若干の修正をUNMSMに依頼し、

UNMSM は再提出した。

対　応：

　　JICAペルー事務所が東京本部に書類を送付し、2005年１月からUNMSMは調査を開始

する。

２．今後のスケジュール

　調査団帰国後、PDM、POに関しJICA本部でも合意を得、その後プロジェクトに関するドキュ

ンメントを作成し、理事会にかける。その後R／D案を現地に送付し、2005 年１月末に署名予

定。３月にはプロジェクト開始予定。
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収集資料リスト：

1）Informe de Avance del Proyecto: Diagnóstico de la Atención Primaria y Violencia en la Disa

　 現地国内研修｢女性と子ども、青少年の保護と発達｣SICAP2004 報告書（西語）

2）Seguimiento de Actividades de Capacitacion-SICAP Convenio JICA-USAID-MINSA-IEMP 2003

3）野口研究所のアヤクチョにおける精神保健活動レジュメ（西語）

4）CayetanoHeredia 大学 -McGill 大学精神保健&人間開発に関するプロジェクト概要（英語）

5）HPRT Project Bosnia&Herzegovina Evaluation,2003, International Centre for Migration and

　 Health

6）A Teacher/Student Guide, The Training of Health Care Providers in Bosnia and Herzegovina

　  (DRAFT), 2000, HPRT with University of Sarajevo



付　属　資　料

１．主要面談録

２．会議ミニッツ（10月 29日）

３．会議ミニッツ（12月９日）

４．現地国内研修「女性と子ども、青少年の保護と発達」に関するミニッツ
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